
1.ワクチンの管理・充填業務

コロナで病院実習も大変そうだったなー。
実際はどんなことをして、薬剤師が貢献しているのかな？

気になるよね！
それじゃ実際に浦添総合病院の薬剤部が
取り組んでいる内容を見てみよう！

コロナ禍での病院薬剤師の活躍

当院では職員向けワクチン接種・
住民向けワクチン接種を行ってい
ます。

それに伴い、ファイザー製ワクチン
である
「コミナティ®」を管理するため

超低温冷凍庫ディープフリーザー
を設置して、ワクチンの管理を行っ
ています。

またワクチンの充填業務も接種開始から行っています。１回での
接種人数も多く、正確かつスピディーな作業が求められます。
今では今年度入職した１年目の薬剤師も充填業務に携わり、
ワクチン業務に貢献しています！



２．治療薬の管理

新型コロナウイルスの治療薬と言えば何が浮かびますか？
2021年9月現在では、主に3つの薬剤が当院では使用される機
会が多いです。
・ベクルリー®点滴静注用
・オルミエント®錠
・ロナプリーブ®点滴静注用 ベクルリー®点滴静注用

腎機能の確認や投与期間の確
認等行っています。

分かりやすいように、使用患者さ
んごとに帳簿を作成して管理して
います。

また、混注に手間がかかる点か
ら投与当日に薬剤師にて混注後、
病棟に搬送する業務も行ってい
ます。

オルミエント®錠

内服薬のオルミエント錠も投与
期間が決まっており、
帳簿を作成して管理しています。

また、腎機能に応じて用量が変
わる為検査値の確認も欠かせま
せん！

ロナプリーブ®点滴静注用
ニュース等で「カクテル療法」と
耳にしたことがありませんか？
そのお薬がロナプリーブです。

上記2剤は主に中等症以上、

酸素投与をされている患者さんが
対象ですが、ロナプリーブは酸素
投与を行っていない軽症・中等症
の患者さんが対象です。

ワクチン・ベクルリー同様、薬剤
師にて混注まで行っています。



３．コロナ病棟での薬剤管理

コロナ患者さんがいる病棟にも、薬剤
がたくさんあります。中には医療用麻
薬など厳重に管理しなければいけな
い薬剤もあります。

しかし患者さんの増加に伴い、看護師
さんだけで薬剤の管理を行うことが難
しくなったこともあり、薬剤師がコロナ
病棟の中に入り薬剤の管理を担って
います。

実際に感染対策をしっかりと行い、
病棟内での業務を行っています。

※写真はイメージです

そうだね！
薬剤師は直接患者さんと接することはないけれど
裏で活躍しているんだ！
少しでもイメージが湧いてくれたら嬉しいな！

薬剤師もいろんな形でコロナ治療に貢献してるんだね！

いろんな職種が力を合わせてこの状況を乗り切ろうとし
てるんだ！

その他の取り組み
・同意書作成（主にベクルリー®）
・医師の処方支援
・持参薬の処方切り替え支援
・鎮静剤のミダゾラム®混注

社会医療法人 仁愛会 浦添総合病院
薬剤部ホームページ 詳しい内容はこちら

ＴＥＬ：098-878-0231 


